
現場の

トラクターが自然にバックしてきて回転していたロータリーに下半身を巻き込
まれた。（下半身不随 ・千葉県 ５４歳男性）

事例

平坦に見える道路であったため、トラクターのエンジン
を停止せず、サイドブレーキも掛けられていなかったが、
実際は、道路中央から路肩にかけて約１°の傾斜が
あった。舗装面と畑には約10cmの段差があり、さらに
圃場にも、路肩近くの部分から圃場中央に向かって
5～6°の傾斜があった。

調査から分かった現場の状況

自分で今日から取り組もう

見た目が平坦でもわずかな傾斜でトラクターは動き出す

今日もニコニコ

無事カエル！
ストップ！農作業事故！！

ここには、事例に応じた対策を記載していますが、実際には、使用
する機械や道具の状態、ほ場や農道の状況によって、現場に応じた
様々な対応策が考えられます。地域における農作業事故根絶に向け
て、どのような取組がもっとも効果的か、地域の皆様で継続して検
討していきましょう。

みんなと一緒に取り組もう

心に刻もう

現場の写真

先人の事故被害を無駄にしないために

農作業事故の聞き取りによる詳細調査
から得られた事故別対応策

○いかなる状況でも、トラクターから離れるときはエンジンを停止し、
サイドブレーキをかける。

○ほ場への進入路を整備し、進入路以外からほ場に出入りしない。
（進入路の段差解消、進入路を示す目印の設置。）

農水省 農作業安全 検索

この他にも農作業安全情報をＨＰに掲載！
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